
 
 

 

 

 

演題 「ウクライナと台湾情勢から学ぶセキュリティの 
課題とは」 

 
１ ウクライナのサイバー防御成功のカギ 

２ 戦時下のウクライナの重要インフラ企業 

３ 台湾情勢とサイバー攻撃 

４ 日本が考えるべき課題 

講 師  

日本電信電話株式会社 
  チーフ・サイバーセキュリティ・ストラテジスト 

 

松原 実穂子 様 
 

 

［講師ご略歴］  

早稲田大学卒業後、防衛省にて勤務。ジョンズ・ホプキンス大学高等国際問題研究大学院で修士号取
得（フルブライト奨学生）。パロアルトネットワークスのアジア太平洋地域拠点における公共担当の最
高セキュリティ責任者兼副社⾧などを経て、現在は NTT のチーフ・サイバーセキュリティ・ストラテ
ジストとしてサイバーセキュリティに関する情報発信と提言に努める。著書に『サイバーセキュリテ
ィ 組織を脅威から守る戦略・人材・インテリジェンス』（新潮社、大川出版賞受賞）。近著に『ウク
ライナのサイバー戦争』（新潮社、サイバーセキュリティアワード書籍部門優秀賞） 
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令和６年度第４回 国防問題講演会開催のご案内 

〒162-0065 
東京都新宿区住吉町 10-8 第一菊池ビル 302 
 公益財団法人 日本国防協会 事務局 

電話: 03-5315-0232 
    FAX: 03-5315-0233 
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